
広報 久万高原10月号 ６

普通会計　決算の内訳

歳入合計　108億168万円 歳出合計　98億2,642万円

　
令
和
５
年
度
の
普
通
会
計
の
歳

入
総
額
は
、
前
年
度
よ
り
１
億
６

８
８
３
万
円
、
１
・
５
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
減
や
子
育
て
世
帯
等
臨

時
特
別
支
援
事
業
費
補
助
金
の
廃

止
な
ど
に
よ
る
国
庫
支
出
金
の
減

少
、
財
政
調
整
基
金
を
は
じ
め
と

す
る
基
金
繰
入
金
の
減
少
な
ど
が

主
な
要
因
と
な
り
、
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
の
歳
入
は
、
国
や
県
か
ら
交

付
さ
れ
た
依
存
財
源
が
全
体
の

72
・
１
％
を
占
め
、
町
税
な
ど
の

自
主
財
源
は
27
・
９
％
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る

就
労
人
口
減
少
等
で
税
収
の
減
少

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
依
存
財
源

の
比
率
は
今
後
も
増
加
し
て
い
く

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
安
定
し
た
財
政
運
営
の
た
め

に
、
幅
広
く
財
源
の
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
歳
出
総
額
は
、
前
年
度
よ
り
２

３
９
３
万
円
、
０
・
２
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
梅
雨
前
線
豪
雨
災

害
や
前
年
度
の
台
風
に
よ
る
災
害

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
災
害
復
旧

事
業
費
が
62
・
３
％
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
セ
ン
タ
ー

建
築
工
事
や
和
田
ノ
窪
地
区
頭
首

工
整
備
工
事
等
、
大
規
模
工
事
の

影
響
等
に
よ
り
普
通
建
設
事
業
費

が
17・５
％
増
額
と
な
って
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
国
の
補
助
を
受
け
て

実
施
し
た
く
ら
し
応
援
商
品
券
事

業
の
減
な
ど
に
よ
り
、
物
件
費
は

14
・
８
％
の
減
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
も
、
事
業
の
検
証
や
見
直

し
の
徹
底
な
ど
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
目
的
に
沿
っ
た
基
金
の
利

用
や
公
債
費
の
削
減
（
借
金
の
返

済
）を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
で
、

将
来
世
代
へ
の
負
担
を
最
小
限
に

抑
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政

基
盤
の
構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
各
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
決
算
報
告

１
　
普
通
会
計
　
歳
入

２
　
普
通
会
計
　
歳
出

歳出合計
98億

2,642万円

歳入合計
108億
168万円

自主財源
（27.9％）

依存財源
（72.1％）

地方譲与税ほか（4.8％）
5憶1,704万円 町税（8.2％）

8億8,162万円

繰越金（7.1％）
7億6,802万円

県支出金（4.8％）
5億2,278万円

地方交付税（46.2％）
49億9,595万円

国庫支出金（10.1％）
10億8,946万円

町債（6.1％）
6億5,950万円

繰入金（8.2％）
8億8,217万円

その他（4.5％）
4億8,514万円

国庫支出金（10.1％）
10億8,946万円

町債（6.1％）
6億5,950万円

繰入金（8.2％）
8億8,217万円

その他（4.5％）
4億8,514万円

その他
経費

（45.9％）

投資的
経費

（17.2％）

義務的
経費

（36.9％）

災害復旧事業費（6.0％）
5億9,088万円

物件費（14.9％）
14億6,009万円

維持補修費
（0.8％）
8,121万円

投資・出資・貸付金（0.4％）
3,725万円

積立金（1.8％）
1億7,683万円

普通建設事業費（11.2％）
10億9,673万円

公債費（8.8％）
8億6,722万円

扶助費（7.0％）
6億9,144万円

補助費等
（20.8％）
20億4,831万円

繰出金（7.2％）
7億280万円

普通建設事業費（11.2％）
10億9,673万円

公債費（8.8％）
8億6,722万円

扶助費（7.0％）
6億9,144万円

補助費等
（20.8％）
20億4,831万円

繰出金（7.2％）
7億280万円

人件費（21.1％）
20億7,366万円
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使ったお金【歳出】 １カ月
(円)

１年間(実際)
（千円）

生活費 97,800 4,225,187
　うち食費 【人件費】 48,000 2,073,659
　うち医療介護費 【扶助費】 16,000 691,443
　うち光熱水費 【物件費】 33,800 1,460,085
自宅の修繕・改築 41,000 1,768,817
　家や庭の修繕・改築【普通建設事業費・維持補修費など】 27,300 1,177,943
　事故の際の特別出費【災害復旧事業費】 13,700 590,874
仕送り 64,600 2,788,367
　子どもへ 【繰出金】 16,300 702,802
　親戚へ 【補助費・出資金・貸付金】 48,300 2,085,565
ローンの返済 【公債費】 20,100 867,215
預貯金 【積立金】 4,100 176,831

合　計 227,600 9,826,417

ま　と　め

【形式収支】
【翌年度に繰り越すべき財源】
【実質収支】

(実際)１カ月
(円)

１年間
（千円）

収入から支出を引いた額 22,400 975,265
次の年に使い道を決めている額 7,800 338,009
実質的な黒字の額 14,600 637,256

貯金・借金の残高 
（年度末現在）

家計換算
(円)

実際の額
(千円)

貯金 【基金の現在高】 1,419,000 5,107,597
ローン残高 【町債の残高】 2,541,000 9,148,873

入ったお金【歳入】 １カ月
(円)

１年間(実際)
（千円）

給料 197,422 8,529,952
　うち基本給【町税・寄附金・使用料など】 69,826 3,016,957
　うち手当 【地方交付税・譲与税・交付金】127,596 5,512,995
親からの援助【国県支出金】 37,314 1,612,230
ローン借入 【町債】 15,264 659,500

合　計 250,000 10,801,682

久万高原町の家計簿の状況（令和５年度　普通会計決算統計から）
　　　　　　　　年収３００万円（月収２５万円）の家計に例えると…

令和５年度の大きな普通建設事業 支出額

し尿等中継施設整備工事 7,491万円

アウトドアセンター建築工事 7,211万円

美川中学校体育館改修工事 5,909万円

単独事業備品購入費（小型水槽付消防ポンプ自動車）   5,838万円

和田ノ窪地区頭首工整備工事 4,800万円

注記：表内の金額は令和５年度の支出額を表しています。したがって、総事業費とは異なります。

　

し尿等中継施設整備工事
　

アウトドアセンター建築工事
　

美川中学校体育館改修工事

※それぞれの数字は端数処理しています。
　
※扶助費とは、社会保障の一環として、高齢者、児童などへ行って
　いる援助に必要な経費です。
　
※繰出金とは、特別会計が安定した運営を行うために一般会計から
　支出する経費です。
　
※補助費とは、各種団体への助成金や企業会計へ補助をする経費で
　す。
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特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
実
質
収
支
が
２
億
99
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
会
計
に
お

い
て
は
、
物
価
高
騰
等
に
お
け
る
厳
し
い
社
会
情
勢
に

お
い
て
も
経
営
の
健
全
化
に
向
け
、
企
業
努
力
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
両
会
計
に
お
い
て
は
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
い
る

面
も
あ
る
た
め
、
繰
入
金
の
削
減
を
目
指
す
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

３
　
特
別
会
計
と
企
業
会
計

特別会計の決算状況

会 計 名 歳　入 歳　出 実質収支

国 民 健 康 保 険 事 業

国民健康保険診療所事業

後期高齢者医療保険事業

介 護 保 険 事 業

訪 問 看 護 事 業

分 譲 宅 地 造 成 事 業

1,501万円

1,660万円

155万円

1億2,489万円

4,254万円

40万円

11億137万円

3,937万円

1億6,909万円

18億1,851万円

3,321万円

538万円

11億1,638万円

5,597万円

1億7,064万円

19億4,340万円

7,575万円

578万円

会 計 名
収益的収支 資本的収支

収　　入 支　　出 純 利 益

病院事業 9億268万円 9億8,163万円 △ 7,895万円

老人保健施設事業 3億1,206万円 3億1,637万円 △ 431万円

3,479万円 4,887万円 △ 1,408万円

2,524万円 3,839万円 △ 1,315万円

簡易水道事業 3億5,682万円 3億6,331万円 △ 649万円

下水道事業 4億2,036万円 3億9,004万円 3,032万円

3億7,408万円 4億4,442万円 △ 7,034万円

1億6,353万円 2億6,710万円 △ 1億357万円

収　　入 支　　出 純 利 益

普 通 会 計 一般会計と凶荒予備事業特別会計を合算し一つ
の会計としたもの 企 業 会 計 町が住民の福祉の増進を目的に設置し、直接経

営する企業の会計

町 税 町民の皆さんに町に納めていただく税金（町民
税や固定資産税など） 実質赤字比率 普通会計の赤字額から財政運営の深刻度を判断

する比率

地方交付税
町が一定の行政サービスを行うために、国から
町に交付されるお金。普通交付税と特別交付税
がある

連結実質赤字比率 全会計の合算による赤字額から財政運営の深刻度を判断する比率

地方譲与税 国税として徴収したものを、国が町へ譲与した
お金 実質公債比率 各会計の借金を返済するための支出額から資金

繰りの危険度を判断する比率

投資的経費 道路や学校の建設などに要する経費（普通建設
事業費、災害復旧事業費） 将来負担比率 決算時点での借金の残高や将来負担する退職金

などから財政への圧迫度を判断する比率

義務的経費 法令などによってその支出が義務づけられてい
る経費（人件費・扶助費・公債費） 資金不足比率 公営企業ごとの資金不足から経営状況の深刻度

を判断する比率

特 別 会 計 特定の事業を行うために一般会計と区分して設
置している会計

　

用語の説明

●特別会計

企業会計の決算状況

●企業会計



各
比
率
と
も
基
準
を
大
き
く
ク
リ

ア
し
健
全
性
を
維
持

　
自
治
体
の
経
営
破
た
ん
を
未
然

に
防
ぎ
、
財
政
状
況
が
悪
化
し
た

団
体
に
は
早
期
に
健
全
化
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
財
政
健
全
化

法
に
よ
り
、
各
比
率
を
算
定
し
、

議
会
へ
報
告
・
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
一
つ
で
も
早
期
健
全
化
基

準
以
上
と
な
る
と
早
期
健
全
化
団

体
と
な
り
、
財
政
健
全
化
計
画
を

策
定
し
、
自
主
的
な
改
善
努
力
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
同
様
に
財
政
再
生
基
準
以
上
と

な
る
と
財
政
再
生
団
体
と
な
り
、

財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
た
う
え

で
国
・
県
の
強
力
な
関
与
の
下
で

確
実
な
財
政
再
建
を
実
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
久
万
高
原
町
は
各
比
率
と
も
基

準
を
大
き
く
ク
リ
ア
し
、
健
全
性

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に対
前
年
度
比
５
・
５
％
の
減

　
町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
は
、
法

令
な
ど
に
基
づ
き
特
定
の
目
的
に

使
う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

将
来
の
投
資
へ
の
備
え
と
し
て
積

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
末
の
普
通
会
計
の

基
金
の
状
況
は
、
対
前
年
度
比
３

億
円
減
の
51
億
７
６
０
万
円
の
残

高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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〈健全化判断比率〉 R5比率 R4比率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 ― ― 14.51 20.0 

連結実質赤字比率 ― ― 19.51 30.0 

実質公債費比率 10.4 10.2 25.0 35.0 

将 来 負 担 比 率 ― ― 350.0 ―
〈資金不足比率〉 R5比率 R4比率 経営健全化基準
資 金 不 足 比 率 ― ― 20.0 

※赤字が生じない場合は「－」で表示。

（単位：％）

　　　　

計
画
的
に
借
り
入
れ
を
圧
縮

対
前
年
度
比
４
・
６
％
の
減

　
町
が
、
大
き
な
事
業
を
行
う
た

め
に
借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
を

「
町
債
」と
い
い
ま
す
。
主
に
公
共

施
設
整
備
や
社
会
資
本
整
備
の
実

施
の
た
め
に
借
り
入
れ
て
お
り
、

こ
の
借
り
入
れ
に
よ
っ
て
世
代
間

の
負
担
を
公
平
に
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
末
の
借
金
残
高
は

前
年
度
比
で
５
億
９
１
５
９
万
円

減
の
１
２
３
億
８
１
１
２
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

普通会計 特別会計 企業会計

町債残高の推移 基金積立の推移

(億円)
R元 R２ R３ R４ R５
財政調整基金 減債基金 その他基金

５
　
基
金
（
普
通
会
計
）

６
　
町
債
（
全
会
計
）

４
　
健
全
化
判
断
比
率
と

　
　
資
金
不
足
比
率

町
民
１
人
あ
た
り
の
貯
金

72
万
３
千
円

町
民
１
人
あ
た
り
の
借
金

１
７
５
万
１
千
円

70

60

50

40

30

20

10

51.1

15.8

2.7

32.6

15.8

2.7

32.6

59.8

22.4

35.5

22.4

1.91.9

35.5

59.7

20.7

2.0

37.0

20.7

2.0

37.0

58.9

18.8

2.5

37.6

18.8

2.5

37.6

54.1

17.6

2.5

34.0

17.6

2.5

34.0

億円)(
R元 R２ R３ R４ R５

150

100

50

123.8

139.6 134.8 135.7
129.7

28.0 24.5 21.7

24.2 21.9 19.8

87.4 88.4 94.2

28.0 24.5 21.7

24.2 21.9 19.8
16.8

15.5

91.5

16.8

15.5

91.587.4 88.4 94.2

18.7

17.7

93.3

18.7

17.7

93.3


